
 

●1954年 3月 1日、米

国は広島長崎の1000倍

の破壊力をもつウルト

ラ水爆をマーシャル諸

島ビキニ環礁で爆発させマグロ漁船等 992 隻が

被曝。その１/３が高知船籍だったことから室戸

市長筆頭に芸東原水爆対策協議会を結成し「原

水爆禁止」「被曝者の生活防衛」運動を展開、つ

いに知事を先頭とした高知県原水爆対策協議会

を高知県民は結成。これを契機に翌 1955 年夏、

原水爆禁止四国大会、そして、世界大会も開催

されるようになり今年で６０回を迎える。 

●今年の四国大会は

12 日から高知市で開

催され、センター合唱

団の感動的な「平和の

旅」に続き、植野克彦

(植野陶

器社長)さんが被曝者として核許

さじの決意を込めて挨拶。 

記念講演「被爆国の憲法 9 条―

核のない平和な世界への展望―」

で原水協常任理事の川田忠明さん

は、国連における、核兵器禁止条約や全面的禁

止・廃絶条約締結への賛成国は１５１各国＝国

連加盟７８％、世界人口８０％以上だが、日本

政府は常に「棄権」してきた、被曝国でありな

がら！と述べ、以下、続けた。 

●しかし、日本原水

協がよびかけた核兵

器禁止条約の交渉開

始を要求するアピー

ル署名が 383 万人をこえ、世界各地で千回超え

る原爆展の開催など運動の力で、2014年２月「核

軍縮の人道的側面（残虐性）に関する共同声明」

に日本政府も参加！146か国へと広がった。 

オーストリア（アレキサンダー・クメント軍

縮大使）は「核兵器の人道的影響の声明も、日

本の市民の運動があったからこそ、日本政府が

賛同した。唯一の被爆国である日本の活動はと

ても重要だ」来年は被曝７０年、４月、５月に

は核不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議（ニュー

ヨーク）が開催される。原水協代表団に、アン

ゲラ・ケイン国連軍縮問題担当上級代表は「ニ

ューヨークへ署名を持って大挙して来て、再検

討会議に大きな影響を与えてほしい」と語った

と話されました。 

●日本はいま、戦

争か平和かの歴史

的な岐路にありま

す。それだけに国

民平和大行進には、これまで

にない反響と激

励が寄せられた

と、高知の代表。 

安倍政権によ

る「海外で戦争

する国」づくり

に反対する運動

と連帯して、世界大会を成功

させ、憲法９条をもつ被爆国

日本の国際的な責務を果たす

ため広島へ。 
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６
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